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★全体運★高めの安定運です。おいしい物を食べ、趣味の時間を多く取ってのんびり過ごして◎料理や編み物にツキ
★健康運★運動不足になりがち。ストレッチを習慣に
★幸運の食べ物★ヤマトイモ

　９月上旬、令和４年産にんにくの植え付け作
業が各地区で始まりました。同年産にんにくは、
ときわにんにく部会の部会員１１８人が約７０㌶で
作付けを予定しています。
　当ＪＡ管内では、主に水田転作でにんにくを
栽培。秋の長雨の影響を受けると植え付け作業
が困難になるため、９月上旬から作業を開始し、
中旬まで行いました。
　９月１５日、７０㌃で栽培する三浦浩二さんの圃
場では、畝の上にマルチシートを敷き、植え付
け機を使用して作業を行いました。三浦さんは
「作業員の確保が難しくなり、労働力不足解消の
ため今年から植え付け機で植え付けしている。
植え付け機の操作や種子の方向に注意して、安
全に作業を進めたい」と話しました。

〜「ときわにんにく」植え付け〜

正しい操作で安全第一

　ぶどう生産部会（山口辰弘部会長）は９月１７日、
尾上青果センターで令和３年産のスチューベンと
シャインマスカットの山選果基準会を開き、部会員
が収穫と出荷規格を確認しました。
　尾上青果センターの齋藤寿徳統括が、スチューベ
ンとシャインマスカットの収穫と出荷規格について
説明し、「スチューベンはまんべんなく着色したも
のから収穫。シャインマスカットは果皮色が黄化し
たらかすり症が目立ってくるので、適期収穫に努め
てほしい」と呼び掛けました。
　収穫は９月下旬から１０月上旬にピークを迎え、
１０月下旬まで行われます。ＪＡでは２４社の市場へ
１２月下旬まで１６，０００㌜（１㌜２㌔）の出荷を計画
しています。

〜ぶどう生産部会山選果基準会〜

収 穫 時 期 などを 確 認

出荷規格を確認する部会員

植え付けを行う三浦さんと作業員


